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当
稿
は
、
上
代
文
学
会
の
「
風
土
記
の
可
能
性
を
考
え
る
会
」
第
六
回

研
究
発
表
会
（
於
椙
山
女
学
園
大
学
）
で
二

0
0
五
年
五
月
二
八
日
に
発
表

し
た
時
の
「
資
料
」
に
基
づ
い
て
い
る
。
研
究
発
表
会
「
風
土
記
の
可
能

性
を
考
え
る
会
」
は
、
上
代
文
学
会
叢
書
『
風
土
記
の
可
能
性
』
（
注
1
)

の
刊
行
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
叢
書
へ
は
、
文
献
総
論
と
し
て
「
風

士
記
本
文
の
復
元
に
つ
い
て
」
を
提
出
し
た
（
以
下
、
こ
れ
を
「
叢
書
稿
」
と

呼
ぶ
）
。
当
稿
は
こ
の
叢
書
稿
と
姉
妹
篇
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
叢
書
稿
で

活
用
し
な
か
っ
た
「
資
料
」
を
中
心
に
し
、
若
干
の
言
及
を
加
え
た
も
の

で
あ
る
。
当
初
、
題
名
に
「
資
料
」
と
冠
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
若
干

の
言
及
を
加
え
た
の
で
、
「
資
料
」
の
頭
書
を
は
ず
し
た
が
、
「
資
料
」
を

中
心
に
し
た
資
料
稿
で
あ
り
、
自
分
自
身
の
整
理
の
た
め
に
、
こ
こ
に
ま

と
め
て
お
く
も
の
で
あ
る
。

叢
書
稿
で
「
残
存
本
文
」
の
タ
ー
ム
を
使
用
し
、
当
稿
で
は
標
題
と
し

て
使
用
し
て
い
る
こ
の
「
残
存
本
文
」
の
語
に
つ
い
て
、
当
稿
で
も
ま
ず

は
じ
め
に

0
キ
ー
ワ
ー
ド
1
1
逸
文
、
五
風
土
記
、
和
臭
用
法
、
本
文
校
訂
、
原
本
復
元

風
土
記
の

「
残
存
本
文
」

明
確
に
し
て
お
き
た
い
。

五
風
土
記
に
本
文
と
し
て
存
在
は
す
る
も
の
の
「
逸
文
」
所
収
文
献
に

も
載
っ
て
い
る
本
文
を
こ
こ
で
「
残
存
本
文
」
と
称
し
た
。
即
ち
「
逸
文
」

と
は
、
原
本
（
あ
る
い
は
そ
の
一
部
）
が
散
逸
し
て
し
ま
い
、
元
の
姿
で
は

伝
来
し
て
い
な
い
文
献
で
、
他
の
本
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
散
逸
部
分
が
復
元
で
き
る
文
章
を
言
う
も
の
で
あ
り
（
注
2
)
、
完
本
で

な
く
て
も
独
立
し
た
本
の
形
で
残
存
し
て
い
る
文
献
の
本
文
箇
所
に
「
逸

文
」
は
存
在
し
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
「
残
存
本
文
」
の
語
を
使
用
す

る
も
の
で
あ
り
、
「
残
存
本
文
」
と
は
五
風
土
記
本
文
の
一
異
本
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
以
下
、
こ
の
五
風
士
記
別
に
、
「
残
存
本
文
」
を
掲
げ
る
（
注

3
)
。
な
お
、
原
文
引
用
中
〔
キ
ッ
コ
ー
〕
で
括
っ
て
示
し
て
い
る
箇
所
は

割
注
本
文
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
「
X
」
印
は
そ
の
箇
所
に
本

文
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
播
磨
國
風
土
記
』
三
條
西
家
本

『
播
磨
國
風
土
記
』
の
根
本
写
本
と
言
っ
て
良
い
三
條
西
家
本
（
注
4
)

と
、
「
残
存
本
文
」
を
収
載
す
る
『
釈
日
本
紀
』
（
注
5
)
、
『
萬
葉
集
註
釈
』

に
つ
い
て

廣

岡

義

隆
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（注
6
)
、
『
塵
袋
』
（
注
7
)

の
該
当
本
文
と
を
対
比
し
た
。
そ
の
対
比
箇
所

は
次
の
九
条
に
な
る
。

①
賀
古
郡
「
益
氣
里
」
条
（
前
田
家
本
『
釈
日
本
紀
』
巻
五
「
天
浮
橋
」
条
）

②
揖
保
郡
「
香
山
里
」
条
（
時
雨
亭
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
第
一
、
一
三
番
歌
条
）

③
揖
保
郡
「
鑓
住
山
」
条
（
印
融
筆
本
『
塵
袋
』
第
三
「
鎚
首
」
条
）

④
揖
保
郡
「
上
岡
里
」
条
（
時
雨
亭
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
第
一
、
一
三
番
歌
条
）

⑤
揖
保
郡
「
韓
荷
嶋
」
条
（
仁
和
寺
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
第
四
、
九
四
＿
＿
一
番
歌
条
）

⑥
揖
保
郡
「
萩
原
里
」
条
（
仁
和
寺
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
第
八
、
三
四
―
―
―
五
番
歌
条
）

⑦
揖
保
郡
「
粒
丘
」
条
（
前
田
家
本
『
釈
日
本
紀
』
巻
＋
「
熊
神
簾
一
具
」
条
）

⑧
讃
容
郡
「
引
訟
山
」
条
（
印
融
筆
本
『
塵
袋
』
第
三
「
鵠
」
条
）

⑨
宍
禾
郡
「
御
方
里
」
条
（
前
田
家
本
『
釈
日
本
紀
』
巻
＋
「
熊
神
簾
一
具
」
条
）

①

益

氣

里

〔

土

中

上

〕

所

以

号

宅

者

大

帯

日

子

命
造
御
宅
於
此
村
故
日
宅
村
此
里
有
山
名
日
斗
形
山
以
石
作
斗
与
乎
氣

故
日
斗
形
山
有
石
橋
博
云
上
古
之
時
此
橋
至
天
八
十
人
衆
上
下
往
来
故

日
八
十
橋
（
賀
古
郡
「
益
氣
里
」
条
）

播
磨
國
風
士
記
日
賀
古
郡
益
氣
里

x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
 

x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
 x
x
x
x
 x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
 

x
x
x
x
x有
石
橋
博
云
上
古
之
時
此
橋
至
天
八
十
人
衆
上
下
往
束
故

日
八
十
橋
（
『
釈
紀
』
巻
五
「
天
浮
橋
」
条
）

②

香

山

里

〔

本

名

鹿

来

墓

〕

土

下

上

所

以

号

鹿

来

墓
者
伊
和
大
神
占
国
之
時
鹿
来
立
於
山
々
苓
々
是
亦
似
墓
故
号
鹿
来
墓

後
至
道
守
臣
為
宰
之
時
乃
改
名
為
香
山
家
内
谷
即
是
香
山
之
谷
形

如
垣
廻
故
号
家
内
谷
（
揖
保
郡
「
香
山
里
」
条
）

播
磨
國
風
土
記
云
香
山
里
〔
本
名
鹿
来
墓
〕
土
下
上

x
所
以
号
鹿
来

墓
者
伊
和
大
神
占
國
之
時
鹿
来
立
於
山
々
苓
X
是
亦
似
墓
故
号
鹿
来
墓

後
至
道
守
臣
為
宰
之
相
乃
改
名
為
香
山

x
家
内
谷

x
即
是
香
山
之
谷
形

如
垣
廻
故
号
家
内
谷
云
々
（
『
萬
註
』
第
一
、
一
三
番
歌
条
）

③

鑓

住

山

x
x
所
以
琥
鵡
住
者
昔
鵠
住
多

x
此
山

故
因
為
名
（
揖
保
郡
「
鑓
住
山
」
条
）

播
州
記
ー
ー
ハ
揖
保
郡
ー
ー
鑢
住
山
ア
リ

x
x
x
x
x
x
昔
鳥
多
ク
栖
此
山

故
云
年
（
『
塵
袋
』
第
三
「
鑓
首
」
条
）

④
出
雲
国
阿
菩
大
神
聞
大
倭
国
畝
火

x香
山

x
耳
梨
三
山
相
闘
此
欲
諌
止

上
来
之
時
到
於
此
慮
乃
聞
闘
止
覆
其
所
乗
之
訟
而
坐
之
故
号
神
阜
＇
々
形

似
覆
上
岡
里
〔
本
林
田
里
〕
土
中
下
（
揖
保
郡
「
上
岡
里
」
条
）

三
山
者
畝
火
香
山
耳
梨
山
也
見
風
土
記
（
『
萬

一
三
番
歌
条
）

註
』
第
一
、

⑤

韓

荷

嶋

韓

人

破

船

所

漂

之

物

漂

就

於

此

嶋

故

号

韓

井

何

嶋
（
揖
保
郡
「
韓
荷
嶋
」
条
）

播
磨
國
風
土
記
云
韓
荷
嶋
韓
人
破
船
所
漂
之
物
漂
就
於
此
嶋
故
云
韓
荷

嶋
云
々
（
『
萬
註
』
第
四
、
九
四
三
番
歌
条
）

⑥

萩

原

里

〔

士

中

々

〕

右

所

以

名

萩

原

者

息

長

櫛

社

L

賣

命
韓
国
還
上
之
時
御
訟
宿
於
此
村
一
夜
之
間
生
萩
根
高
一
丈
許
机
ば
名
萩
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原
即
闘
御
井
故
云
針
間
井
（
揖
保
郡
「
萩
原
里
」
条
）

播
磨
國
風
士
記
云
萩
原
里
〔
土
中

x
〕
右
所
以
名
萩
原
者
息
長
帯
日
賣

命
韓
國
還
上
之
時
御
舷
宿
於
此
村
一
夜
之
間
生
萩
根
高
一
丈
許
仇
名
萩

原
即
闘
御
井
故
云
針
間
井
[
巳
上
〕
合
萬
註
』
第
八
二
云
四
三
五
番
歌
条
)

⑦

天

日

槍

命

従

韓

国

度

来

到

x
於
宇
頭
川
底
而
乞
宿
慮

於
葦
原
志
拳
乎
命
日
汝
為
国
主
欲
得
吾
所
宿
之
慮
志
暴
即
許
海
中
休
時

客
神
以
鉗
撹
海
水
而
宿
之
（
揖
保
郡
「
粒
丘
」
条
）

播
磨
國
風
土
記
日
天
日
槍
命
従
韓
國
度
来
到
来
於
宇
頭
河
底
而
乞
宿
虞

於
葦
原
志
拳
乎
命
日
汝
為
國
主
欲
得
吾
所
宿
之
慮
志
學
即
許
海
中
休
時

客
神
以
銚
撹
海
水
而
宿
之
（
『
釈
紀
』
巻
十
「
熊
神
簾
一
具
」
条
）

⑧

訟

引

x
x
x
x
x
x
x
此

x
山

x

住
鵜

x
x
―
云
韓
国
烏
栖
枯
木
之
穴
春
時
見

x
夏
不
見
（
讃
容
郡
「
引

舷
山
」
条
）

播
磨
國
ノ
風
土
記
ヲ
ミ
レ
ハ
佐
郡
一
一
訟
引
山
卜
云
フ
山
ア
リ
此
ノ
山
―
―

有
賠
鳥
世
俗
云
韓
國
烏
栖
枯
木
ノ
穴
春
ハ
見
之
夏
不
見
（
『
麿
袋
』
第
三

「
鵠
」
条
）

⑨
天
日
槍
命
之
黒
慈
皆
落
於
但
馬
国
故
与
但
馬
伊
都
志
地
而
在
之

（
宍
禾
郡
「
御
方
里
」
条
）

又
日
天
日
槍
命
之
黒
慈
皆
落
於
但
馬
國
故
占
但
馬
伊
都
志
地
而
在
之

（
『
釈
紀
』
巻
＋
「
熊
神
簾
一
具
」
条
）

こ
の
内
、
「
来
」
「
束
」
と
い
う
字
形
上
の
違
い
な
ど
、
無
視
し
て
良
い

相
違
は
別
と
し
て
、
留
意
す
べ
き
相
違
箇
所
を
挙
げ
る
と
、
次
の
九
ヶ
所

に
な
る
。1
山
々
苓
々
（
三
條
西
家
本
②
）

山
々
苓

x
(『
萬
葉
集
註
釈
』
）

2
住
多

x
（
三
條
西
家
本
③
）

多
ク
栖
（
『
塵
袋
』
）

3
故
因
総
名
（
三
條
西
家
本
③
）

故
云
年
（
『
塵
袋
』
）

4
故
号
（
三
條
西
家
本
⑤
）

故
云
（
『
萬
葉
集
註
釈
』
）

5

〔
土
中
々
〕
（
三
條
西
家
本
⑥
）

〔
土
中

x
〕
（
『
萬
葉
集
註
釈
』
）

6
到
X

(
三
條
西
家
本
⑦
）

到
来
（
『
釈
日
本
紀
』
）

7
川
底
（
三
條
西
家
本
⑦
）

河
底
（
『
釈
日
本
紀
』
）

8
春
時
見

x
夏
不
見
（
三
條
西
家
本
⑧
）

春

x
見
之
夏
不
見
（
『
塵
袋
』
）

9
故
与
（
三
條
西
家
本
⑨
）

故
占
（
『
釈
日
本
紀
』
）

叢
書
稿
で
は
、
「
事
例
8
」
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
「
事
例
9
」
は
「
与
」

と
「
占
」
と
の
行
書
形
が
近
い
と
こ
ろ
か
ら
の
誤
字
で
あ
る
。
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①
 

『
肥
前
國
風
土
記
』
猪
熊
本

『
肥
前
國
風
土
記
』
の
猪
熊
本
（
注
8
)

と
、
「
残
存
本
文
」
を
収
載
す

る
『
袖
中
抄
』
（
注
9
)
、
『
詞
林
采
葉
抄
』
（
注
10)
、
『
釈
日
本
紀
』
の
該
当

本
文
と
を
対
比
し
た
。
そ
の
対
比
箇
所
は
次
の
二
条
に
な
る
。

①

松

浦

郡

「

鏡

渡

・

摺

振

峯

」

条

、

（
時
雨
亭
本
『
袖
中
抄
』
第
八
「
マ
ツ
ラ
サ
ヨ
ヒ
メ
」
条
）

（
時
雨
亭
本
『
詞
林
采
葉
抄
』
第
四
「
松
浦
川
」
条
）

②
松
浦
郡
「
値
嘉
郷
」
条
（
前
田
家
本
『
釈
日
本
紀
』
巻
十
五
「
血
鹿
嶋
」
条
）

鏡
渡
〔
在
郡
比
〕

昔
者
檜
隈
鷹
入
野
宮
御
宇
武
少
廣
國
押
楯
天
皇
之
世
遣
大
伴
狭
手

彦
連
鎮
任
那
之
國
兼
救
百
清
之
國
奉
命
到
来
至
於
此
村
即
聘
篠
原
村

〔
篠
謂
志
弩
師
〕
弟
日
姫
子
成
婚
冨
下
部
君
等
祖
也
〕
容
貌
美
麗
特
絶

人
間
分
別
之
日
取
鏡
与
婦
々
含
悲
渡
栗
川
可
与
之
鏡
緒
絶
沈
川
因
名
鏡

渡

摺
振
峯
〔
在
郡
東
蜂
慮
名
日
摺
振
蜂
〕

大
伴
狭
手
彦
連
骰
訟
渡
任
那
之
時
日
姫
子
登
此
用
摺
振
招
因
名
摺

振
峯
然
弟
日
姫
子
与
狭
手
彦
連
相
分
経
五
日
之
後
有
人
毎
夜
束
与
婦
共

寝
至
暁
早
帰
容
止
形
貌
似
狭
手
彦
婦
抱
其
椛
不
得
忍
獣
襄
用
績
麻
繋
其

人
襴
随
麻
尋
往
到
此
峯
頭
之
沼
邊
有
寝
蛇
身
人
而
沈
沼
底
頭
蛇
而
臥
沼

唇
忽
化
為
人
即
語
云
志
怒
波
羅
能
意
登
比
賣
能
古
素
佐
比
登
由
母
為
祢

豆
牟
志
太
夜
伊
幣
ホ
久
太
佐
牟
也
千
時
弟
日
姫
子
之
従
女
走
告
親

族
々
々
殷
衆
昇
而
看
之
蛇
井
弟
日
姫
子
並
亡
不
存
於
姦
見
其
沼
底
但
有

人
屍
名
謂
弟
日
女
子
之
骨
即
就
此
峯
南
造
墓
治
置
其
墓
見
在
（
松
浦
郡

「
鏡
渡
・
摺
振
峯
」
条
）

童
蒙
抄
云
肥
前
國
風
土
記
日
昔
武
小
廣
國
押
楯
天
皇
之
世
大
伴
狭
手
彦

連
任
那
國
ヲ
シ
ッ
メ
カ
ネ
テ
百
済
ノ
國
ヲ
ス
ク
ハ
ム
カ
タ
メ
ニ
ミ
コ
ト

ノ
リ
ヲ
ウ
ケ
タ
マ
ハ
リ
テ
コ
ノ
村
ー
ー
イ
タ
リ
ヌ
ス
ナ
ハ
チ
篠
原
村
弟
日

姫
子
ヲ
婢
ト
シ
ッ
其
形
人
二
勝
タ
リ
別
去
日
鏡
取
之
婦
ニ
ア
タ
フ
婦
ワ

カ
レ
ノ
カ
ナ
シ
ヒ
ヲ
イ
タ
キ
テ
ク
リ
カ
ハ
ヲ
ワ
タ
ル
ア
タ
フ
ル
ト
コ
ロ

ノ
鏡
ヲ
タ
イ
テ
カ
ハ
ニ
シ
ッ
ミ
ヌ
コ
ヽ
ヲ
カ
ヽ
ミ
ノ
ワ
タ
リ
ト
云
狭
手

彦
連
フ
ネ
ヲ
イ
タ
シ
テ
サ
ル
時
弟
日
姫
子
コ
ヽ
ー
ー
ノ
ホ
リ
テ
ソ
テ
ヲ
モ

チ
テ
フ
リ
マ
ネ
ク
是
故
―
ー
ソ
テ
フ
ル
峯
卜
云
々
（
『
袖
中
抄
』
第
八
「
マ

ツ
ラ
サ
ヨ
ヒ
メ
」
条
）

肥
前
国
風
土
記
日
昔
武
小
廣
国
押
楯
天
皇
之
世
大
伴
狭
手
彦

連
任
那
国
静
百
済
国
救
カ
タ
メ
ー
ー
承
勅
ヲ
此
村
二
至
ヌ
即
篠
原
村
一
一
弟

日
姫
子
ヲ
鳩
ト
シ
ツ
別
去
日
鏡
ヲ
取
テ
婦
二
与
フ
妾
別
ヲ
悲
テ
玉
嶋
河

ヲ
渡
ル
時
彼
鏡
ヲ
懐
テ
川
底
ー
ー
沈
ヌ
コ
ヽ
ヲ
鏡
ノ
渡
卜
云
々
（
『
詞
林
采

葉
抄
』
第
四
「
松
浦
河
」
条
）

②
更
勅
云
此
嶋
雖
遠
猶
見
如
近
可
謂
近
嶋
因
日
値
嘉
嶋
則
有

楕
榔
木
蘭
枝
子
木
蓮
子
黒
慈
箪
篠
木
綿
荷
覚
海
則
有
飽
螺
鯛
鯖
雑
魚
海

藻
海
松
雑
海
菜
彼
白
水
郎
冨
於
馬
牛
或
有
一
百
餘
近
嶋
或
有
八
十
餘
近

嶋
（
松
浦
郡
「
値
嘉
郷
」
条
）

案
風
士
記
云
更
勅
云
此
嶋
雖
遠
猶
見
如
近
可
謂
近
嶋
因
日
値
嘉
嶋

x
x

x
 xx
 x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
 x
x
 x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
 

x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
 x
x
x
x或
有
一
百
餘
近
嶋
或
有
八
十
餘
近

-26-



嶋
（
『
釈
紀
』
巻
十
五
「
血
鹿
嶋
」
条
）

『
豊
後
國
風
土
記
』
時
雨
亭
本

『
豊
後
國
風
土
記
』
時
雨
亭
本
（
注
11)

と
「
残
存
本
文
」
と
の
対
比

箇
所
は
次
の
二
条
で
あ
る
。

①
直
入
郡
「
球
軍
郷
」
条
（
前
田
家
本
『
釈
日
本
紀
』
巻
六
「
闇
霰
」
条
）

（
仁
和
寺
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
第
二
、
一

0
四
番
歌
条
）

②
大
野
郡
「
海
石
櫂
市
・
血
田
」
条

（
前
田
家
本
『
釈
日
本
紀
』
巻
十
三
「
海
石
溜
市
巷
」
条
）

①

球

章

郷

〔

在

郡

北

〕

／

北

村

有

泉

x
x
x
x

x
x
同
天
皇
行
幸
之
時
奉
服
之
人
擬
於
御
飲
令
汲
泉
水
即
有
蛇
霞
〔
謂

於
箇
魚
〕
猶
弦
天
皇
勅
云
必
将
有
衆
莫
令
汲
用
因
斯
名
日
臭
泉
因
為

名
今
謂
球
票
郷
者
訛
也
（
直
入
郡
「
球
軍
郷
」
条
）

豊
後
國
風
士
記
日
直
入
郡
球
軍
郷
〔
在
郡
北
〕

x
此
村
有
泉
纏
向
日
代

宮
御
宇
天
皇
行
幸
之
時
奉
膳
之
人
擬
於
御
飲
令
汲
泉
水
即
有
蛇
霜
〔
謂

於
箇
魚
〕
於
絃
X
天
皇
勅
云
必
将
有
臭
莫
令
汲
用
因
斯
名
日
臭
泉
因
為

名
今
謂
球
軍
郷
者
訛
也
（
『
釈
紀
』
巻
六
「
闇
寵
条
」
）

豊
後
國
風
土
記
云
球
珠
郡
球
軍
郷

x
x
x
x
x
x
此
村
有
泉

x
x
x
x

x
x
同
天
皇
行
幸
之
時
奉
膳
之
人
擬
於
御
飲
令
汲
泉
水
即
有
蛇
霞
〔
謂

『
肥
前
國
風
士
記
』
に
は
特
記
す
る
ほ
ど
の
箇
所
は
な
い
。

於
箇
羨
〕
於
萩
X
天
皇
勅
云
必
将
有
臭
莫
令
汲
用
因
斯
名
日
臭
泉
因
為

名
令
謂
球
軍
郷
者
訛
也
云
々
（
『
萬
註
』
第
二

‘
1
0
四
番
歌
条
）

②

海

石

櫂

市

血

田

〔

並

在

郡

南

〕

／

昔

者

纏

向
日
代
宮
御
宇
天
皇
在
球
軍
行
宮
偲
欲
誅
鼠
石
窟
士
蜘
蛛
而
詔
君
臣

代
採
海
石
櫂
樹
作
椎
為
丘
即
簡
猛
卒
授
兵
椎
以
穿
山
靡
草
襲
土
蜘
蛛
而

悉
誅
殺
流
血
没
課
其
作
椎
之
慮
日
海
石
溜
市
（
大
野
郡
「
海
石
櫂
市
・

血
田
」
条
）

豊
後
國
風
土
記
日
大
野
郡
海
石
権
市

x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
昔
者
纏

向
日
代
宮
御
宇
X
天
皇
在

x
軍
行
宮
初
欲
誅
鼠
石
窟
土
蜘
蛛
而
詔
郡
臣

伐
採
海
石
櫂
樹
作
椎
為
兵
即
簡
猛
卒
授
兵
椎
以
穿
山
靡
草
襲
土
蜘
蛛
而

悉
誅
殺
流
血
没
課
其
作
椎
之
慮
日
海
石
櫂
市
（
『
釈
紀
』
巻
十
三
「
海
石

樅
市
巷
」
条
）

留
意
す
べ
き
相
違
箇
所
を
挙
げ
る
と
、
次
の
九
ヶ
所
に
な
る
。
こ
の
本

文
対
照
に
際
し
、
植
垣
節
也
氏
「
豊
後
国
風
土
記
四
本
集
成
」
（
注
12)

に

載
る
写
本
か
ら
、
蓬
左
文
庫
蔵
尾
張
本
（
尾
）
、
天
理
図
書
館
甲
本
（
天
）
、

細
川
家
永
青
文
庫
本
（
永
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
括
弧
内
に
示
し
た
略
称
で
参

照
の
た
め
に
掲
げ
た
。
植
垣
氏
が
掲
げ
る
「
四
本
」
の
内
、
荒
木
田
久
老

の
校
本
（
刊
本
）
は
、
写
本
で
は
な
く
、
研
究
者
と
し
て
の
手
で
校
訂
さ
れ

た
本
文
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
は
掲
げ
な
か
っ
た
。

1
北
村
（
時
雨
亭
本
①
）

北
村
（
天
）

此
村
（
尾
・
永
）
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此
村
（
『
釈
日
本
紀
』
）

此
村
（
『
萬
葉
集
註
釈
』
）

2
同
天
皇
（
時
雨
亭
本
①
）

同
天
皇
（
尾
・
天
•
永
）

纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
（
『
釈
日
本
紀
』
）

同
天
皇
（
『
萬
葉
集
註
釈
』
）

3
奉
服
（
時
雨
亭
本
①
）

奉
服
（
尾
・
天
・
永
）

奉
膳
（
『
釈
日
本
紀
』
）

奉
膳
（
『
萬
葉
集
註
釈
』
）

4
於
箇
魚
（
時
雨
亭
本
①
）

於
箇
魚
（
尾
・
天
•
永
）

於
箇
魚
（
『
釈
日
本
紀
』
）

於
箇
羨
（
『
萬
葉
集
註
釈
』
）

5
猶
蘇
（
時
雨
亭
本
①
）

猶
萩
（
尾
・
天
•
永
）

於
姦
（
『
釈
日
本
紀
』
）

於
絃
（
『
萬
葉
集
註
釈
』
）

6
有
衆
（
時
雨
亭
本
①
）

有
衆
（
尾
・
天
•
永
）

有
臭
（
『
釈
日
本
紀
』
）

有
臭
（
『
萬
葉
集
註
釈
』
）

7
球
票
行
宮
（
時
雨
亭
本
②
）

球
軍
行
宮
（
尾
・
天
•
永
）

x
軍
行
宮
（
『
釈
日
本
紀
』
）

8
君
臣
（
時
雨
亭
本
②
）

君
臣
（
天
•
永
）

群
臣
（
尾
）

郡
臣
（
『
釈
日
本
紀
』
）

9
代
採
（
時
雨
亭
本
②
）

代
採
（
尾
・
天
・
永
）

伐
採
（
『
釈
日
本
紀
』
）

1
0
丘
（
時
雨
亭
本
②
）

丘
（
天
・
永
）

兵
（
尾
）

兵
（
『
釈
日
本
紀
』
）

こ
の
内
、
「
事
例
1
S
6
」
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
言
及
し
た
こ
と
が
あ

る
（
注
13)
。
「
事
例
5
」
の
「
猶
」
は
「
於
」
の
行
書
形
と
近
い
と
こ
ろ

か
ら
の
誤
字
で
あ
り
、
『
豊
後
國
風
土
記
』
の
飲
字
を
「
残
存
本
文
」
（
釈

日
本
紀
・
萬
葉
集
註
釈
）
が
訂
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
於
絃
」
に
つ

い
て
は
、
『
豊
後
國
風
土
記
』
『
肥
前
國
風
士
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
に
の

み
用
い
ら
れ
る
接
続
語
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
瀬
間
正
之
氏
に
あ
る
（
注

14)
。
「
事
例
8
」
の
『
釈
日
本
紀
』
に
見
ら
れ
る
「
郡
臣
」
は
、
尾
張
本

に
見
ら
れ
る
「
群
臣
」
の
意
味
で
あ
る
。
古
く
は
「
群
」
「
郡
」
の
両
字
が

通
用
さ
れ
て
い
た
側
面
が
あ
っ
て
『
釈
日
本
紀
』
の
「
郡
臣
」
の
用
字
が

あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
「
群
臣
」
の
方
が
も
と
よ
り
良
い
と
言
え
る
。
し
か

し
な
が
ら
「
郡
臣
」
は
、
時
雨
亭
本
な
ど
の
「
君
臣
」
よ
り
は
ま
だ
良
い

と
い
う
こ
と
は
言
え
よ
う
。
次
に
「
事
例
4
」
の
「
羨
」
は
、
他
本
の
「
魚
」
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よ
り
は
字
形
「
美
」
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
「
事
例
1
.
3
.
5
.
6
.
9
.

1
0
」
に
お
け
る
「
残
存
本
文
」
が
『
豊
後
國
風
土
記
』
本
文
（
時
雨
亭
本
）

を
訂
す
る
こ
と
に
な
る
。

『
常
陸
國
風
土
記
』
松
下
見
林
写
本

『
常
陸
國
風
土
記
』
の
本
文
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
の
松
下
見
林
写

本
を
林
崎
治
恵
氏
「
常
陸
国
風
土
記
四
本
集
成
」
（
注

15)

に
よ
っ
て
示
し

た
。
『
常
陸
國
風
土
記
』
に
お
け
る
「
残
存
本
文
」
と
の
対
比
箇
所
は
次
の

七
条
と
な
る
（
『
萬
葉
集
註
釈
』
『
釈
日
本
紀
』
『
塵
袋
』
『
萬
葉
緯
』
）
。

①
総
記
条
（
仁
和
寺
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
第
六
、
一
七
五
三
番
歌
条
）

（
前
田
家
本
『
釈
日
本
紀
』
巻
七
「
常
世
」
条
）

②

筑

波

郡

「

筑

波

岳

」

条

．

（
仁
和
寺
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
第
六
、
一
七
五
三
番
歌
条
）

③
「
流
海
」
条
1
1
信
太
郡
四
至
条
・
茨
城
郡
四
至
条
・
行
方
郡
四
至
条
・

香
嶋
郡
四
至
条
（
仁
和
寺
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
第
八
、
三
三
九
七
番
歌
条
）

④
香
嶋
郡
「
童
子
女
松
原
」
条

l

（
前
田
家
本
『
釈
日
本
紀
』
巻
十
三
「
歌
場
衆
」
条
）

（
時
雨
亭
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
第
一
、
三
四
番
歌
条
）

⑤
那
賀
郡
「
大
櫛
岡
」
条
（
印
融
筆
本
『
塵
袋
』
巻
五
「
大
人
」
条
）

⑥
那
賀
郡
「
曝
井
」
条
（
似
閑
自
筆
本
『
萬
葉
緯
』
＋
八
所
引

『
萬
葉
集
註
釈
』
第
五
「
曝
井
」
条
、
注

16)

⑦
多
珂
郡
総
記
条
（
仁
和
寺
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
第
八
、
三
四
0
三
番
歌
条
）

①

所

以

然

琥

者

牲

来

道

路

不

隔

江

海

之

津

清

郡

郷

境

堺

相

績

山
河
之
峯
谷
取
近
通
之
義
以
為
名
稲
焉

x
x
x
x或
日
倭
武
天
皇
巡
狩

東
夷
之
國
幸
過
新
治
之
縣
所
遣
國
造
毘
那
良
珠
命
新
令
堀
井
流
泉
浄
澄

尤
有
好
愛
時
停
乗
輿
翫
水
洗
手
御
衣
之
袖
垂
泉
而
泊
使
依
漬
袖
之
義
以

為
此
國
之
名
風
俗
諺
云
筑
波
岳
黒
雲
桂
衣
袖
漬

x
是
突
（
総
記
条
）

常
陸
國
卜
云
事
風
士
記
云
往
来
道
路
不
隔
江
海
之
津
済
郡
郷
境
堺
相
績

山
河
之
峯
谷
取
近
通
之
義
以
為
名
稲
焉
…
…
中
略
：
．．．． 
倭
武
天
皇
巡
将

東
夷
之
國
幸
過
新
治
之
縣
所
遣
國
造
毘
那
良
珠
命
新
令
堀
井
流
泉
浄
澄

尤
有
好
愛
時
停
乗
輿
翫
水
洗
手
御
衣
之
袖
垂
泉
而
活

x
依
漬
袖
之
義
以

為
此
國
之
名
風
俗
諺
云
筑
波
岳
黒
雲
桂
衣
袖
清
國
是
突
ト
イ
ヘ
リ
（
『
萬

註
』
第
六
、
一
七
五
三
番
歌
条
）

夫
常
陸
國
者
堺
是
廣
大
地
亦
緬
邁
士
壌
沃
墳
原
野
肥

御
墾
骰
之
慮
山
海
之
利
人
人
自
得
家
々
足
饒
設
有
身
努
耕
転
力
喝
紡
翼

者
立
即
可
取
冨
豊
自
然
應
免
貧
窮
況
復
求
塩
魚
味
左
山
右
海
植
桑
種
麻

後
野
前
原
所
謂
水
陸
之
府
蔵
物
産
之
膏
朕
古
人
云
常
世
之
國
蕪
疑
此
地

（
総
記
条
）

常
陸
國
風
土
記
日
夫
常
陸
國
者
云
々

x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x

x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
 

x
x
x
x
 x
x
 X
X
X
 x
x
 x
x
x
x
 x
 xx
x
x
x
 x
 xx
x
x
x
 

x
x
x
x
所
謂
水
陸
之
府
蔵
物
産
之
膏
朕
古
人
云
常
世
之
國
蓋
疑
此
地

（
『
釈
紀
』
巻
七
「
常
世
」
条
）

②
夫
筑
波
岳
高
秀
干
雲
：
・
・
・
・
中
略
：
・
…
其
側
流
泉
冬
夏
不
絶
自
坂
巳
東
諸
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國
男
女
春
花
開
時
秋
葉
黄
節
相
携
絣
闇
飲
食
齊
賓
騎
歩
登
臨
遊
築
栖
遅

其
唱
日
〔
都
久
波
尼
爾
阿
波
等
牟
等
伊
比
志
古
波
多
賀
己
等
岐
氣
波
加

蒲
尼
河
須
波
氣
牟
也
都
久
波
尼
爾
伊
保
利
尼
都
麻
奈
志
爾
和
我
尼
牟
欲

呂
波
波
夜
母
阿
氣
奴
賀
母
也
〕
詠
歌
甚
多
不
勝
載
車
俗
諺
云
筑
波
峯
之

會
不
得
鳩
財
X
兒
女
不
為
突
（
筑
波
郡
「
筑
波
岳
」
条
）

コ
ノ
ユ
ヱ
―
ー
自
坂
巳
東
諸

國
男
女
春
花
開
時
秋
葉
黄
節
相
携
テ

x
x
x
x
x
x
x
 x
x
 x
x
x
x
 

X
X
X
 x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
 X
X
X
 x
 xx
 x
 xx
x
x
 x
x
x
 

x
x
 x
x
x
 X
X

X

 x
 
X

X

X

 x
 xx
 x
 xx
x
x
 x
 
X

X

X

 x
 xx
 

x
x
x
x
x
 X
X
X
 x
 xx
 x
x
 x
x
 x
 xx
 x
x
x
x
x
x
x
x
x
 

會
不
得
婢
財
者
兒
女
不
鴛
突
〔
取
意
〕
（
『
萬
註
』
第
六
、
一
七
五
三
番
歌

条）

③
信
太
郡
〔
東
信
太
流
海
南
榎
浦
流
海
西
毛
野
河
北
河
内
郡
〕

（
信
太
郡
四
至
条
）

茨
城
郡
〔
東
香
嶋
郡
南
佐
證
流
海
西
筑
波
山
北
那
珂
郡
〕（茨
城
郡
四
至
条
）

行
方
郡
〔
東
南
並
流
海
北
茨
城
郡
〕
（
行
方
郡
四
至
条
）

香
島
郡
〔
東
大
海
南
下
総
常
陸
堺
安
是
湖
西
流
海
北
那
賀
香
島
堺
阿
多

可

奈

湖

〕

（

香

嶋

郡

四

至

条

）

｀

コ
レ
ヲ
案
ス
ル
ニ
常
陸
ノ
カ
シ
マ
ノ
サ
キ
ト
下
総
ノ
ウ
ナ
カ
ミ
ト
ノ
ア

ハ
ヒ
ヨ
リ
ト
ヲ
ク
イ
リ
タ
ル
海
ア
リ
ス
エ
ハ
フ
タ
ナ
カ
レ
ナ
リ
風
土
記

ニ
ハ
コ
レ
ヲ
流
海
ト
カ
ケ
リ
ソ
コ
ノ
人
ハ
ウ
チ
ノ
ウ
ミ
ト
ナ
ム
マ
ウ
ス

ソ
ノ
ウ
ミ
ヒ
ト
ナ
カ
レ
ハ
鹿
嶋
郡
卜
行
方
郡
ト
ノ
ナ
カ
ニ
イ
レ
リ
カ
ナ

カ
レ
ハ
行
方
郡
卜
下
総
國
ノ
サ
カ
ヘ
ヲ
ヘ
テ
信
太
郡
茨
城
郡
マ
テ
ー
ー
イ

レ
リ
シ
カ
ル
ニ
カ
ノ
ウ
チ
ノ
ウ
ミ
シ
ホ
ノ
ミ
ッ
ト
キ
ー
ー
ハ
ナ
ミ
コ
ト
ニ

サ
カ
ノ
ホ
ル
シ
カ
レ
ハ
ナ
ミ
ノ
サ
カ
ノ
ホ
ル
義
ー
ー
ヨ
リ
テ
ナ
サ
カ
ノ
ウ

ミ
ト
イ
フ
ヘ
キ
ナ
リ
ケ
リ
ナ
ミ
ヲ
海
人
ナ
ト
イ
フ
コ
ト
前
々
尺
ス
ル
カ

コ
ト
シ
（
『
萬
註
』
第
八
、
三
三
九
七
番
歌
条
）

④

以

南

童

子

女

松

原

古

有

年

少

童

子

〔

俗

云

加

味

乃

乎
止
古
加
味
乃
乎
止
賣
〕
男
稲
那
賀
寒
田
之
郎
子
女
琥
海
上
安
是
之
嬢

子
並
形
容
端
正
光
華
郷
里
相
聞
名
聾
同
存
望
念
自
愛
心
滅
経
月
累
日
躍

歌
之
會
〔
俗
云
宇
大
我
岐
又
云
加
我
毘
也
〕
遡
逹
相
遇
干
時
郎
子
歌
日

伊
夜
是
留
乃
阿
是
乃
古
麻
都
休
由
布
悉
氏
々
和
乎
布
利
蒲
由
母
阿
是
古

志
麻
波
母
嬢
子
報
歌
日
[
宇
志
乎
休
波
多
々
牟
追
伊
閉
追
奈
西
乃
古
何

夜
蘇
志
麻
加
久
理
和
乎
蒲
佐
婆
志
理
之
〕
（
香
嶋
郡
「
童
子
女
松
原
」
条
）

常
陸
國
風
士
記
日
香
嶋
郡
童
子
女
松
原
古
有
年
少
僅
子
〔
俗
云
加
味
乃

乎
止
古
加
味
乃
乎
止
賣
〕
男
稲
那
賀
寒
田
之
郎
子
女
号
海
上
安
是
之
嬢

子
並
欲
容
端
正
光
華
郷
里
相
聞
名
聾
同
存
望
念
自
愛
心
滅
経
月
累
日
燿

寄
之
會
〔
俗
云
宇
大
我
岐
人
云
加
我
毘
也
〕
遡
返
相
遇
干
時
郎
子
歌
日

云
々

x
x
x
x
x
x
x
x
 x
x
 x
x
x
x
 x
x
x
x
x
x
x
 X
X

X

 x
 

x
x
x
x
嬢
子
報
歌
日
云
々

x
x
x
x
x
x
 x
x
x
x
x
x
 x
x
 x
x
 

x
x
x
x
 x
x
 XX
X
X
X
X
X
X
X
X
(
『
~
紀
一
』
巻
十
三
「
勲
i場
衆
」

条）

常
陸
國
風

士
記
二
香
嶋
郡
ノ
蕉
聞
異
事
ヲ
注
ス
ト
コ
ロ
ニ
海
上
安
是
之
嬢
子
歌
日

伊
夜
是
留
乃
阿
是
乃
古
麻
都
ホ
由
布
悉
弓
一
々
和
乎
布
利
弥
由
母
阿
是
古
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⑤
平
津
騨
家
西
―
二
里
有
岡
名
日
大
櫛
上
古
有
人
鉢
極
長
大

x身
居
丘
聾
之
上
手

x
x
x
x
蜃
其
所
食
貝
積
来
成
岡
時
人
不
朽
之
義

今
謂
大
櫛
之
岡
其
践
跡
[
長
冊
餘
歩
廣
升
餘
歩
尿
穴
住
可
升
餘
歩

許
〕
以
下
暑
之
（
那
賀
郡
「
大
櫛
岡
」
条
）

常
陸
國
ー
ー
大
櫛
岡
卜
云
フ
所
ア
リ
風
土
記
二
云
ク
上
古
有
人
鉢
極
長
大

也
身
居
丘
聾
之
上
手
摺
海
濱
之
蜃
其
所
食
貝
積
棗
成
岡

x
x
x
x
x
x
 

x
x
x
x
x
x
其
践
跡

x
長
三
十
餘
歩
廣
二
十
餘
歩
尻
穴
樫
耳
升
餘
歩

許
卜
云
ヘ
リ
（
『
塵
袋
』
巻
五
「
大
人
」
条
）

⑥

営

其

以

南

泉

出

坂

中

x多
流
尤
清
謂
之
曝
井
縁
泉
所
居
村

落
婦
女
夏
月
會
集
浣

x
布
曝
乾
以
下
唇
之
（
那
賀
郡
「
曝
井
」
条
）

同
風
土
記
云
営
其
以
南
X
出
坂
中
水
多
流
尤
清
謂
之
曝
井
縁
泉
所
居
村

落
婦
女

x
月
會
集
院
ヽ
布
曝
乾
云
云
（
『
萬
葉
緯
』
所
引
『
萬
註
』
第
五

「
曝
井
」
条
）

⑦
多
珂
之
國
〔
謂
建
御
狭
日
命
者
即
是
出
雲
臣
同
属
今
多
珂
石
城
所
謂
是

也
風
俗
記
云
席
枕
多
珂
之
國
〕
（
多
珂
郡
総
記
条
）

諷
詞
ト
モ
ノ
ナ
カ
ー
ー
モ
常
陸
多
珂
ノ
郡
ヲ
ハ
コ
モ
マ
ク
ラ
タ
カ
ノ
コ
ホ

リ
ト
イ
ヘ
ル
也
（
『
萬
註
』
第
八
、
三
四

0
三
番
歌
条
）

こ
の
内
、
留
意
す
べ
き
対
比
箇
所
は
次
の
十
九
ヶ
所
に
な
る
。

1
巡
狩
（
松
下
見
林
本
①
）

志
麻
波
母
云
々
（
『
萬
註
』
第
一
、
三
四
番
歌
条
）

巡
将
（
『
萬
葉
集
註
釈
』
）

2
袖
垂
泉
而
泊
（
松
下
見
林
本
①
）

袖
垂
泉
而
活
（
『
萬
葉
集
註
釈
』
）

3
使
（
松
下
見
林
本
①
）

x
(『
萬
葉
集
註
釈
』
）

4
漬

x
（
松
下
見
林
本
①
）

清
國
（
『
萬
葉
集
註
釈
』
）

5
財
X

(
松
下
見
林
本
②
）

財
者
（
『
萬
葉
集
註
釈
』
）

6
童
子
（
松
下
見
林
本
④
）

僅
子
（
『
釈
日
本
紀
』
）

7
形
容
（
松
下
見
林
本
④
）

欲
容
（
『
釈
日
本
紀
』
）

8
大
（
松
下
見
林
本
④
）

大
（
『
釈
日
本
紀
』
、
国
史
大
系
本
「
太
」
）

9
又
（
松
下
見
林
本
④
）

人
（
『
釈
日
本
紀
』
）

l
o
x

（
松
下
見
林
本
⑤
）

也
（
『
塵
袋
』
）

11手
X
X
X

x
蜃
（
松
下
見
林
本
⑤
）

手
搭
海
濱
之
蜃
（
『
塵
袋
』
）

12
冊
（
松
下
見
林
本
⑤
）

三
十
（
『
塵
袋
』
）

13
尿
穴
（
松
下
見
林
本
⑤
）
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尻
穴
（
『
塵
袋
』
）

1
4
住
（
松
下
見
林
本
⑤
）

径
（
『
塵
袋
』
）

1
5
可
（
松
下
見
林
本
⑤
）

耳
（
『
塵
袋
』
）

16
泉
（
松
下
見
林
本
⑥
）

x
(『
萬
葉
緯
』
）

1
7
x
（
松
下
見
林
本
⑥
）

水
（
『
萬
葉
緯
』
）

18
夏
（
松
下
見
林
本
⑥
）

x
(『
萬
葉
緯
』
）

19
浣

x
（
松
下
見
林
本
⑥
）

院
ヽ
（
『
萬
葉
緯
』
）

「
事
例
4
.
5
.
8
」
、
「
事
例
1
1
¥
1
5
」
に
つ
い
て
、
叢
書
稿
で
言

及
し
て
い
る
。
「
事
例
1
4
」
に
つ
い
て
は
、
本
誌
掲
載
拙
稿
「
古
典
の
テ

キ
ス
ト
に
つ
い
て
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
出
雲
國
風
土
記
』
倉
野
本

『
出
雲
國
風
土
記
』
は
良
い
写
本
に
恵
ま
れ
な
い
。
今
、
倉
野
本
（
注
17)

に
よ
り
、
『
釈
日
本
紀
』
に
載
る
そ
の
「
残
存
本
文
」
と
対
比
し
た
。
そ
の

対
比
箇
所
は
次
の
五
条
に
な
る
。

①
総
記
条
（
前
田
家
本
『
釈
日
本
紀
』
巻
二
十
三
、
「
夜
句
茂
多
菟
」
条
）

②
意
宇
郡
楯
縫
郷
条

（
前
田
家
本
『
釈
日
本
紀
』
巻
八
、
「
天
日
隅
宮
」
条
「
天
石
楯
事
」
）

③
意
宇
郡
伊
布
夜
社
条
（
前
田
家
本
『
釈
日
本
紀
』
巻
十
四
、
「
言
屋
社
」
条
）

④
楯
縫
郡
総
記
条

（
前
田
家
本
『
釈
日
本
紀
』
巻
八
、
「
天
日
隅
宮
」
条
「
大
社
製
作
事
」
）

⑤
出
雲
郡
宇
賀
郷
条
（
前
田
家
本
『
釈
日
本
紀
』
巻
六
、
「
泉
津
平
坂
」
条
）

①

所

以

芳

x
雲
者
八
束
水
臣
津
野
命
詔
八
雲
立
詔
之
故
云
八

雲
立
出
雲
（
総
記
条
）

出
雲
國
風
土
記
日
号
出
雲
者
八
束
也
臣
津
野
命
詔
八
雲
立
詔
之
故
云
八

雲
立
出
雲
（
『
釈
紀
』
巻
二
十
三
「
夜
句
茂
多
免
」
条
）

②

楯

縫

郷

郡

家

東

北

舟

二

里

一

百

八

十

歩

布

都

怒
志
命
之
天
名
楯
直
給
之
故
云
楯
縫
（
意
宇
郡
楯
縫
郷
条
）

出
雲
國
風
土
記
日
意
宇
郡
楯
縫
郷
郡
家
東
北
舟
二
里
一
百
八
十
歩
布
都

怒
志
命
之
天
石
楯
置
給

x
故
云
楯
縫
（
『
釈
紀
』
巻
八
「
天
日
隅
宮
」
条

「
天
石
楯
事
」
）

③

伊

布

夜

社

（

意

宇

郡

伊

布

夜

社

条

）

出
雲
國
風
土
記
日
意
宇
郡
伊
布
夜
社
（
『
釈
紀
』
巻
十
四
「
言
屋
社
」
条
）

④

楯

縫

郡

／

所

以

号

楯

縫

者

神

魂

命

詔

吾

十

足

天

日

栖

宮
之
縦
横
御
量
千
尋

x
維
持
与
百

x
八
十
結
々
下
与
此
天
御
量
持
与
所

造
天
下
大
神
之
官
造
奉
祷
与
御
子
天
御
鳥
命
楯
郡
為
与
天
下
給
之
年
時
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退
下
来
坐
与
大
神
宮
御
装

x
楯
造
始
給
所
是
也
仇
主
今
楯
梓
造
而
奉
出

皇
神
等
故
云
楯
縫
（
楯
縫
郡
総
記
条
）

出
雲
國
風
土
記
日
楯
縫
郡

x
所
以
号
楯
縫
者
神
魂
命
詔
吾
十
足
天
日
栖

宮
之
縦
横
御
量
千
尋
拷
維
持
而
百
結
八
十
結
々
下
而
此
天
御
量
持
而
所

造
天
下
大
神
之
宮
造
奉
詔
而
御
子
天
御
鳥
命
楯
部
為
而
天
降
給
之
ホ
時

退
下
束
坐
而
大
神
宮
御
装
束
楯
造
始
給
所
是
也
仇
至
今
楯
梓
造
而
奉
於

皇
神
等
故
云
楯
縫
（
『
釈
紀
』
巻
八
「
天
日
隅
宮
」
条
「
大
社
製
作
事
」
）

⑤

自

磯

西

方

x
窟
戸
高
廣
各
六
尺
許
窟

内
在
穴
人
不
得
入
不
知
深
浅
也
夢
至
此
碓
窟
之
邊
者
必
死
故
俗
人
自
古

至
今
号
土
黄
泉
之
坂
黄
泉
之
穴
也
（
出
雲
郡
宇
賀
郷
条
）

出
雲
國
風
士
記
日
出
雲
郡
宇
賀
郷
自
磯
西
方
在
窟
戸
高
廣
各
六
尺
許
窟

内
在
穴
人
不
得
入
不
知
深
浅
也
夢
至
此
儀
窟
之
邊
者
必
死
故
俗
人
自
古

至
今
号
士
黄
泉
之
坂
黄
泉
之
穴
也
（
『
釈
紀
』
巻
六
「
泉
津
平
坂
」
条
）

そ
の
留
意
す
べ
き
相
違
箇
所
は
次
の
十
五
ヶ
所
で
あ
る
。

1
芳

x雲
（
倉
野
本
①
）

号
出
雲
（
『
釈
日
本
紀
』
）

2
八
束
水
臣
（
倉
野
本
①
）

八
束
也
臣
（
『
釈
日
本
紀
』
）

3
天
名
楯
（
倉
野
本
②
）

天
石
楯
（
『
釈
日
本
紀
』
）

4
直
給
之
（
倉
野
本
②
）

置
給
X

(
『
釈
日
本
紀
』
）

5
x
維
（
倉
野
本
④
）

拷
維
（
『
釈
日
本
紀
』
）

6
維
持
与
＼
御
量
持
与

S
為
与

S
坐
与
（
倉
野
本
④
）

維
持
而

S
御
量
持
而

S
為
而

S
坐
而
（
『
釈
日
本
紀
』
）

7
百

x
八
十
結
々
下
与
（
倉
野
本
④
）

百
結
八
十
結
々
下
而
（
『
釈
日
本
紀
』
）

8
大
神
之
官
（
倉
野
本
④
）

大
神
之
宮
（
『
釈
日
本
紀
』
）

9
祷
与
（
倉
野
本
④
）

詔
而
（
『
釈
日
本
紀
』
）

10
楯
郡
（
倉
野
本
④
）

楯
部
（
『
釈
日
本
紀
』
）

1
1
天
下
（
倉
野
本
④
）

天
降
（
『
釈
日
本
紀
』
）

1
2
御
装

x
（
倉
野
本
④
）

御
装
束
（
『
釈
日
本
紀
』
）

13
主
今
（
倉
野
本
④
）

至
今
（
『
釈
日
本
紀
』
）

1
4
奉
出
（
倉
野
本
④
）

奉
於
（
『
釈
日
本
紀
』
）

1
5
x
窟
戸
（
倉
野
本
⑤
）

在
窟
戸
（
『
釈
日
本
紀
』
）

「
事
例
4
」
の
「
直
給
之
」
（
倉
野
本
②
）
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
「
楯

縫
郷
」
の
地
名
由
来
と
し
て
「
布
都
怒
志
命
之
天
石
楯
縫
置
給
之
故
云
楯
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縫
」
と
展
開
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
倉
野
本
に
「
天
名
楯
」
と
あ
る
の

は
『
釈
日
本
紀
』
の
「
天
石
楯
」
が
良
く
（
事
例
3
)
、
ま
た
こ
の
「
事
例

4
」
に
つ
い
て
も
倉
野
本
及
び
『
釈
日
本
紀
』
に
「
縫
」
字
が
落
ち
て
い

る
が
、
『
萬
葉
緯
』
本
に
「
縫
」
字
が
あ
る
の
が
良
い
。
「
直
」
字
は
「
置
」

字
と
見
る
の
が
良
い
箇
所
で
あ
る
。
日
本
古
典
文
学
大
系
本
も
日
本
古
典

全
書
本
も
「
縫
置
給
之
」
と
認
定
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
田
中
氏
校
訂

本
（
注
18)

は
「
縫
直
給
之
」
と
し
「
縫
ひ
直
し
給
ひ
き
」
と
訓
ん
で
い

る
。
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
や
講
談
社
学
術
文
庫
本
（
注
19)
・
山
川

本
（
注
20)

も
こ
れ
に
拠
り
「
縫
ひ
直
し
給
ひ
き
」
と
し
た
。
「
直
」
の
字

は
本
来
「
ま
っ
す
ぐ
に
す
る
」
「
の
ば
す
」
の
意
の
漢
語
で
あ
り
、
補
修
の

意
味
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
倭
こ
と
ば
と
し
て
の
形
容
詞
「
な
ほ
し
」
も

「
ま
っ
す
ぐ
で
あ
る
」
「
正
し
い
」
の
意
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
直
」
字
で

「
な
ほ
す
」
意
の
用
例
が
な
い
か
と
い
う
と
、

と
あ
り
、
上
の
「
牌
矯
其
柾
」
と
照
応
し
て
こ
の
神
名
「
神
圏
日
神
」
の

「
直
」
は
倭
臭
の
「
な
ほ
す
」
と
い
う
用
法
と
認
定
し
て
よ
く
、
こ
う
し

た
倭
用
法
が
上
代
に
存
在
す
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
「
事

例
4
」
の
「
給
」
字
も
補
助
動
詞
と
し
て
の
「
た
ま
ふ
」
で
あ
り
、
倭
臭

用
法
で
あ
る
（
『
出
雲
國
風
土
記
』
に
倭
用
法
が
多
い
こ
と
は
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
『
出
雲
國
風
土
記
』
の
箇
所
は
「
縫
っ

て
安
置
し
た
」
の
意
と
見
て
「
縫
置
」
と
す
る
の
が
良
か
ろ
う
。
判
断
の

む
つ
か
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
『
釈
日
本
紀
』
の
「
残
存
本
文
」
を
採

る
の
が
良
い
と
見
ら
れ
る
。
な
お
参
考
ま
で
に
言
及
す
る
と
、
「
布
都
怒
志

次
牌
矯
其
柾
而
生
神
琥
日
神
直
日
神
（
神
代
紀
第
五
段
一
書
第
六
、
注
21

命
」
は
諸
本
が
こ
の
用
字
で
あ
る
が
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
は
下
文
（
山

國
郷
条
）
に
拠
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
「
布
都
努
志
命
」
と
し
て
い
る
。

次
に
「
事
例
7
」
を
見
よ
う
。
こ
の
箇
所
は
、
諸
本
一
致
せ
ず
、

A
百
八
十
結
々
下
与
（
倉
野
本
・
細
川
家
本
・
日
御
碕
本
・
抄
本
、
注
22)

B
百
結
結
八
十
結
結
而
（
『
萬
葉
緯
』
本
④
）

c百
結
八
十
結
々
下
而
（
『
釈
日
本
紀
』
）

と
な
っ
て
い
る
。

A
の
「
与
」
は
、
倉
野
本
・
細
川
家
本
・
日
御
碕
本
と

一
致
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
草
字
形
が
「
而
」
と
似
る
と
こ
ろ
か
ら
の
誤

字
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
「
事
例
6
」
や
「
事
例
9
」
に
顕
著
で
あ
る
。

こ
れ
は
『
萬
葉
緯
』
本
や
『
釈
日
本
紀
』
の
「
而
」
に
訂
し
て
良
い
。
最

近
の
本
文
と
そ
の
訓
み
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

a
百
八
十
結
々
下
而
（
日
本
古
典
全
書
本
・
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
・

講
談
社
学
術
文
庫
本
・
山
川
本
）

も

も

や

そ

む

す

む

す

さ

百
八
十
結
び
に
結
び
下
げ
て
、

（
日
本
古
典
全
書
本
・
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
）

も

も

や

そ

む

す

さ

百
八
十
結
び
結
び
下
げ
て
、
（
講
談
社
学
術
文
庫
本
）

百
八
十
結
び
に
結
び
下
れ
て
、
（
山
川
本
）

b
百
結
結
八
十
結
結
下
而
（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
・
田
中
校
訂
本
）

這
弓
結
び
、
八
守
算
閲
結
び
下
げ
て
、
（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
）

百
結
に
結
び
、
八
十
結
に
結
び
下
げ
て
、
（
田
中
校
訂
本
）

a
は
A
の
本
文
の
「
与
」
を
「
而
」
と
訂
し
た
も
の
で
あ
り
、

b
は
『
萬
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葉
緯
』
の
本
文
に
他
本
に
あ
る
「
下
」
字
を
補
っ
た
本
文
で
あ
る
。
今
の

と
こ
ろ
C
の
本
文
を
採
る
も
の
は
な
い
。
こ
の
箇
所
は
、

a
.
b
.
C
の

い
ず
れ
も
訓
読
と
い
う
上
か
ら
は
可
能
で
あ
り
、
本
文
の
認
定
に
つ
い
て

は
目
下
の
と
こ
ろ
決
め
手
が
な
い
現
状
で
あ
る
。
た
だ
、

B
.
b
の
「
百

結
結
八
十
結
結
」
の
「
結
結
」
は
重
点
表
記
に
よ
る
「
結
々
」
の
可
能
性

が
あ
る
。

A
.
C
は
「
八
十
」
の
下
が
「
結
々
」
に
な
っ
て
い
る
と
共
に
、

重
点
表
記
の
「
百
結
々
」
の
場
合
、

B
の
「
百
結
結
」
と
C
の
「
百
結
」

と
は
そ
の
本
文
が
よ
り
近
く
な
っ
て
く
る
。
文
字
数
か
ら
見
る
と
C
の
「
百

結
八
十
結
々
下
而
」
の
八
字
句
が
原
姿
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
指

摘
を
し
て
お
く
。

な
お
、
テ
キ
ス
ト
が
異
な
る
の
で
参
照
以
上
の
何
も
の
で
も
な
い
が
、

「
日
本
書
紀
』
の
一
書
に
は
次
の
一
文
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

又
汝
應
住
天
日
隅
宮
者
、
今
営
供
造
、
即
以
千
尋
拷
縄
、
結
為
百
八

十
細
゜
其
造
宮
之
制
者
、
柱
則
高
大
。
板
則
廣
厚
。
…
中
略
…
又
供

造
百
八
十
縫
之
白
楯
。
又
営
主
汝
祭
祀
者
、
天
穂
日
命
是
也
。

（
神
代
紀
下
、
第
九
段
一
書
第
二
）

「
事
例

15
」
に
つ
い
て
は
、
叢
書
稿
で
言
及
し
た
。

注
1

神
田
典
城
氏
編
『
風
土
記
の
可
能
性
』
上
代
文
学
会
叢
書
（
笠
間
書
院
、
二

0
0

七
年
三
月
刊
行
予
定
）
。

2

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
『
風
土
記
』
の
「
逸
文
」
の
部
の
「
解
説
」
を
書
く

段
に
な
っ
て
、
改
め
て
気
付
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
「
逸
文
」
と
い
う
語
は
よ
く

使
用
さ
れ
る
学
術
タ
ー
ム
で
あ
り
な
が
ら
、
諸
書
を
博
捜
し
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、

そ
の
語
の
概
念
規
定
を
私
は
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
ま
ず

「
逸
文
と
は
」
と
い
う
形
で
こ
の
語
の
概
念
規
定
か
ら
書
き
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

3

「
残
存
本
文
」
の
確
認
は
、
荊
木
美
行
氏
「
風
土
記
逸
文
一
覧
」
（
『
風
土
記
逸
文

の
文
献
学
的
研
究
』
皇
學
館
出
版
部
、
二

0
0
二
年
三
月
）
に
よ
っ
た
。

4

三
條
西
家
本
『
播
磨
國
風
土
記
』
（
古
典
保
存
会
、
山
田
孝
雄
氏
解
説
、
一
九
二

六
年
六
月
。
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
古
代
史
籍
集
1
、
八
木
書
店
、
一
九
七
二
年

七
月
』
）
。

5

前
田
家
本
『
釈
日
本
紀
』
（
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
編
『
重
要
文
化
財
繹
日
本

紀
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
二
月
。
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成

2
7
.
2
8
.
2
9
『
釈

日
本
紀
』
八
木
書
店
‘
-
1
1
ニ
0
0三
年
六
月
、
ニ

11
ニ
0
0
四
年
三
月
、
三

11
ニ

0
0
四
年
一

0
月）。

6

仁
和
寺
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
（
京
都
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
編
『
仁
和

寺
蔵
萬
葉
集
註
繹
』
臨
川
書
店
、
一
九
八
一
年
五
月
）
。

時
雨
亭
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
3
9
『
金
沢
文
庫
本
万
葉
集
巻

第
十
八
／
中
世
万
葉
学
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
一

0
月）。

7

印
融
筆
本
『
塵
袋
』
（
日
本
古
典
全
集
、
山
田
孝
雄
氏
解
題
、
正
宗
敦
夫
氏
編
『
塵

袋
』
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
上

11
一
九
三
四
年
―
二
月
、
下
11
一
九
三
五
年
一
月
。

山
崎
誠
氏
編
『
印
融
自
筆
本
重
要
文
化
財
塵
袋
と
そ
の
研
究
』
勉
誠
社
、
一
九
九
八

年
二
月
）
。

8

猪
熊
本
『
肥
前
國
風
土
記
』
（
貴
重
図
書
複
製
会
〔
私
家
複
製
〕
、
一
九
三
一
年
。

猪
熊
信
男
氏
蔵
本
）
。
な
お
、
『
肥
前
國
風
土
記
』
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
が
あ
る
。

参
照
さ
れ
た
い
。

林
崎
治
恵
氏
「
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
の
風
土
記
本
文
」
（
『
風
土
記
研
究
』
第
一

六
号
、
一
九
九
三
年
六
月
）
。
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藤
井
恵
子
氏
「
校
本
『
肥
前
国
風
土
記
』
実
観
本
」
（
『
風
土
記
研
究
』
第
二

O
S

二
―
号
、
一
九
九
五
年
六
月

S
同
年
―
二
月
）
。

植
垣
節
也
氏
「
真
風
本
『
肥
前
国
風
土
記
』
」
（
『
風
土
記
研
究
』
ニ
―
号
、
一
九

九
五
年
―
二
月
）
。

9
時
雨
亭
本
『
袖
中
抄
』
（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
36

『
袖
中
抄
』
朝
日
新
聞
社
、
ニ

0
0
三
年
六
月
）
。

10

時
雨
亭
本
『
詞
林
采
葉
抄
』
（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
78
『
詞
林
采
葉
抄
／
人
丸
集
』

朝
日
新
聞
社
、
二

0
0
五
年
六
月
）
。
他
に
手
に
し
易
い
本
と
し
て
藤
波
本
が
あ
る

（
片
桐
洋
一
氏
監
修
、
ひ
め
ま
つ
の
会
編
著
『
詞
林
采
葉
抄
』
大
学
堂
書
店
、
一
九

七
七
年
三
月
）
。
今
は
時
雨
亭
本
に
よ
っ
た
。
藤
波
本
に
つ
い
て
は
、
小
倉
慈
司
氏

に
言
及
が
あ
る
（
書
評
と
紹
介
「
上
代
文
献
を
読
む
会
編
『
風
土
記
逸
文
注
釈
』
」
、

『
日
本
歴
史
』
六
四
六
号
、
二

0
0
二
年
三
月
）
。

11

時
雨
亭
本
『
豊
後
國
風
土
記
』
（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書

47
『
豊
後
国
風
土
記
／
公

卿
補
任
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
六
月
）
。

12

植
垣
節
也
氏
「
豊
後
国
風
土
記
四
本
集
成
」
（
『
風
土
記
研
究
』
第
八
号
、
一
九

八
九
年
―
二
月
）
。
植
垣
氏
は
こ
の
段
階
で
時
雨
亭
本
に
言
及
は
す
る
が
、
そ
の
当

時
、
時
雨
亭
本
は
披
見
困
難
な
書
で
あ
っ
た
。

13

廣
岡
義
隆
「
風
土
記
の
原
形
態
に
つ
い
て
」
（
『
國
語
と
國
文
學
』
第
八
一
巻
第

―
一
号
、
二

0
0
四
年
五
月
）
。

14

瀬
間
正
之
氏
「
『
豊
後
国
風
土
記
』
・
『
肥
前
国
風
土
記
』
の
文
字
表
現
」
（
『
上
智

大
学
国
文
学
科
紀
要
』
第
二
二
号
、
二

0
0
五
年
三
月
）
。

15

林
崎
治
恵
氏
「
常
陸
国
風
土
記
四
本
集
成
」
（
『
風
土
記
研
究
』
第
一

O
S
―
二

号
、
一
九
九

0
年一

0
月
S
一
九
九
一
年
六
月
）
。

16

仁
和
寺
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
第
五
及
ぴ
第
六
に
は
該
当
個
所
が
確
認
出
来
な
い
。

＊
 

今
井
似
閑
自
筆
本
『
萬
葉
緯
』
十
八
（
諸
書
風
土
記
）
の
「
常
陸
國
」
条
に
「
同
註

釈

(11
仙
覚
萬
葉
註
釈
）
第
五
」
所
引
と
し
て
載
る
。

17

秋
本
吉
徳
氏
『
出
雲
国
風
土
記
諸
本
集
』
（
勉
誠
社
、
一
九
八
四
年
二
月
）
が
収

載
し
て
い
る
四
本
の
中
に
『
倉
野
本
出
雲
国
風
土
記
』
が
あ
る
。
今
、
そ
の
写
真
版

に
よ
っ
た
。

18

田
中
卓
氏
「
校
訂
・
出
雲
国
風
土
記
」
（
出
雲
大
社
刊
『
出
雲
国
風
土
記
の
研
究
』

一
九
五
三
年
七
月
）
。
今
は
、
そ
の
後
に
一
部
手
を
加
え
て
収
め
ら
れ
て
い
る
田
中

卓
著
作
集
8
『
出
雲
国
風
土
記
の
研
究
』
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
五
月
）
に

よ
っ
た
。

19

荻
原
千
鶴
氏
『
出
雲
国
風
士
記
全
訳
注
』
学
術
文
庫
（
講
談
社
、
一
九
九
九
年

六
月
）
。

2
0
沖
森
卓
也
氏
•
佐
藤
信
氏
・
矢
嶋
泉
氏
編
著
『
出
雲
国
風
土
記
』
（
山
川
出
版
社
、

二
0
0
五
年
三
月
）
。

21

『
日
本
書
紀
』
の
巻
一
・
ニ
は
、
森
博
達
氏
の
指
摘
す
る
倭
習
に
満
ち
た

8
群

に
属
し
て
い
る
（
森
博
達
氏
『
古
代
の
音
韻
と
日
本
書
紀
の
成
立
』
大
修
館
書
店
、

一
九
九
一
年
七
月
）
。

2
2
細
川
家
本
・
日
御
碕
本
・
『
萬
葉
緯
』
本
は
注1
7で
示
し
た
『
出
雲
国
~
土
記
諸

本
集
』
に
よ
り
、
「
抄
本
」
（
『
出
雲
国
風
土
記
抄
』
）
は
島
根
大
学
図
書
館
~
桑
原
文

庫
本
の
四
冊
本
の
方
に
よ
り
、
岩
下
武
彦
氏
解
題
『
出
雲
国
風
土
記
抄
』
（
国
文
学

研
究
資
料
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
兼
永
本
古
事
記
・
出
雲
国
風
土
記
抄
』

C
D
.
R
o

M
、
岩
波
書
店
、
二

0
0
三
年
三
月
）
に
依
拠
し
た
。

当
稿
中
、
「
旱
」
の
字
に
つ
い
て
は
、
「
今
昔
文
字
鏡
」
に
よ
っ
て
示
し
た
。

[
ひ
ろ
お
か
よ
し
た
か
本
学
教
員
]
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